
◇脆弱性リスト 
区分 脆弱性 災害の種類 

ヒト 在宅・リモートで実施できない業務がある 全て 

業務スキルを有したメンバーが限られている 全て 

業務の実施に当たり多数の人員を必要とする 全て 

災害対策に関して最新の情報が不足している、緊急時に協

力先が限られている 

全て 

緊急時に適切な対応を取れるメンバーが限られている 全て 

従業員へ感染予防が周知徹底されていない 感染症 

感染拡大時に対応できる勤務形態や雇用維持策が検討で

きていない 

感染症 

モノ 従業員数に対し、十分な量の物資を備蓄していない 全て 

上下水道の停止に備えた対策が行われていない 全て 

出火する可能性のある電気設備に対して出火防止の対策

が行われていない 

全て 

ガス、火気、化学物質を用いており、揺れや浸水による二

次災害の防止策が行われていない 

全て 

自社設備が使用不可になった場合の対応策（代替拠点、代

替生産先など）が検討されていない 

全て 

取引先が災害対策を行っていない 全て 

事業に必要な資源の調達先を把握していない 全て 

非常時における電源の確保策を行っていない 全て 

非常時に輸送手段が確保されていない 全て 

在宅勤務実施のための環境の整備を行っていない 全て 

予想される震度に対し、建物への耐震対策が行われていな

い 

地震 

予想される震度に対し、設備への耐震対策が行われていな

い 

地震 

ガラスの破損に備えた対策が行われていない 地震 

照明、天井の落下に備えた対策が行われていない 地震 

高所からの重量物落下に備えた対策が行われていない 地震 

浸水対策が行われていない 水害 

浸水想定よりも低い位置に物品が保管されている 水害 

原材料の調達先の多くを国外に依存している 感染症 

マスクや消毒液等の衛生用品を備蓄していない 感染症 



カネ 保険等による建物や設備損壊等への補償が不十分である 全て 

災害直後の運転資金に対する補償が不十分である 全て 

事業停止に備え、共済などへの加入を実施していない 全て 

資金の積み立て未実施により、災害時に使える現金がない 全て 

事業転換を図りたいが元手資金がない 全て 

感染症による長期にわたる大幅な売上減少に対応できる

資金力がない 

感染症 

資金不足で感染防止対策のための設備導入ができない 感染症 

情報 データのバックアップを実施していない 全て 

バックアップデータを近隣の施設で保管している 全て 

在宅・リモートによる業務環境を構築していない 全て 

在宅勤務時の情報漏えいの対策が検討できていない 全て 

情報収集・発信、共有の仕組みができていない 全て 

浸水の想定に対し、システムが適切な場所に設置されてい

ない 

水害 

その他 物流の混乱に備えた代替ルートが確保されていない 全て 

取引先の被災に備えた物資の備蓄等を行っていない 全て 

 

 


